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■
ニ
ラ
の
風
味
を
活
か
す
工
夫

　

商
品
開
発
の
実
践
学
習
の
一

環
と
し
て
、
商
品
企
画
、
生
産

交
渉
、
試
作
品
開
発
、
商
品
販

売
な
ど
を
学
ぶ
甲
佐
高
校
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
科
の
生
徒
た
ち
が
完

成
さ
せ
た
『
あ
ら
れ
』
は
本
町

の
特
産
品
で
あ
る
ニ
ラ
を
活
用

し
た
商
品
。
素
材
の
持
つ
個
性

的
な
風
味
を
生
か
し
つ
つ
、
苦

手
な
人
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
地
元
の
農
家
の

協
力
の
下
、
廃
棄
処
理
さ
れ
る

ニ
ラ
を
収
穫
・
選
別
し
て
粉
末

加
工
。
あ
ら
れ
の
製
造
は
、
木

村
の
あ
ら
れ
甲
佐
工
場
（
芝

原
）
に
協
力
を
依
頼
し
、
共
同

で
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

高
校
と
地
元
企
業
が
協
力
し

て
作
り
上
げ
た
、
個
性
豊
か
な

「
あ
ら
れ
」
を
ぜ
ひ
一
度
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
甲
佐
高
等
学
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
４
１

にらメンコ。 鮎の甘露煮
本町特産のニラと精肉店
ならではのひき肉を使用

新鮮な鮎を甘辛く煮
た、歴史ある一品

▶お問い合わせ先
　大栄ファーム（高田精肉店）
　TEL 096-234-0057

▶お問い合わせ先
　㈲守口屋
　TEL 096-234-0016

 
特
集

　
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農
産
物
や

そ
の
魅
力
を
生
か
し
た
加
工
品
を
町
の
特
産
品
と

し
て
認
定
し
、
町
や
甲
佐
町
商
工
会
な
ど
が
応
援

す
る
「
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん
も
ん
』
認
定

制
度
」。
４
月
か
ら
新
た
に
仲
間
入
り
し
た
「
ニ
ラ

み
そ
あ
ら
れ
」「
ニ
ラ
え
び
あ
ら
れ
」「
前
田
養
蜂

園
の
ハ
チ
ミ
ツ
」「
ニ
ラ
味
ラ
ー
メ
ン
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

新
た
に
４
商
品
が
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
へ

ニラ侍

▶お問い合わせ先
　甲佐町商工会
　TEL 096-234-0272

本町の特産品のニラをベー
スに考案されたキャラ

うなぎ蒲焼き

▶お問い合わせ先
　山本建設（株）甲佐養殖場
　TEL 096-235-3452

外はこんがり、中は
ふっくらやわらか

 

高
校
と
地
元
企
業
が
協
力
し
て
商
品
化

　「
ニ
ラ
み
そ
あ
ら
れ
」「
ニ
ラ
え
び
あ
ら
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
県
立
甲
佐
高
等
学
校
）

西寒野のかけ干し米

▶お問い合わせ先
　西寒野のかけ干し米
　TEL 096-235-5644

昔ながらのかけ干しで
作った安全・安心な米
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■
こ
だ
わ
り
が
生
む
甘
味

　

本
町
の
中
央
を
流
れ
る
緑
川

流
域
に
広
が
る
田
園
地
帯
で
採

取
さ
れ
た
前
田
養
蜂
園
の
ハ
チ

ミ
ツ
は
、
耕
作
地
に
咲
き
誇
る

花
々
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
が
集

め
た
も
の
で
す
。
同
園
で
は
、

町
内
を
中
心
に
ハ
チ
箱
80
〜

１
０
０
個
を
設
置
し
、
採
蜜
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
チ
た
ち
が
ど
の
花
か
ら
蜜

を
集
め
る
か
よ
っ
て
ハ
チ
ミ
ツ

の
味
や
色
は
異
な
り
ま
す
。
レ

ン
ゲ
畑
が
少
な
く
な
っ
た
昨
今
、

地
元
農
家
の
協
力
に
よ
り
、
希

少
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
れ
ん

げ
蜜
」
の
採
取
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

同
園
の
ハ
チ
ミ
ツ
は
、
糖
度

が
高
ま
る
朝
方
の
採
蜜
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
純

物
が
混
じ
ら
な
い
よ
う
ハ
チ
箱

を
工
夫
し
、
純
度
の
高
い
ハ
チ

ミ
ツ
を
お
届
け
し
て
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

前
田
養
蜂
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
８
５
４

▶お問い合わせ先
　ぱん工房ふうさん
　TEL 096-234-2112

ボシドラ焼き
自家製白あんにさわやか
な梅ジャムのドラ焼き

ニラでスープ
甲佐町産のニラを卵
でとじた中華スープ

井戸江峡万十

▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL 096-234-0118

白あんの中に梅の甘酢漬
けを入れ焼き上げる万十

マシュマロ
マシュマロに混ぜ込まれ
たカステラがアクセント

梅酒カステラ
梅酒の香りと梅の食感が特
徴の甘さ控えめのカステラ

甲佐ブランド
「こうさんもん」
認定品一覧

 

緑
川
流
域
の
田
園
地
帯
で
採
れ
た
春
の
恵
み

　「
前
田
養
蜂
園
の
ハ
チ
ミ
ツ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
田
養
蜂
園
）

■
甲
佐
の
農
業
を
元
気
に

　

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
め
ん
に

練
り
こ
ん
だ
ラ
ー
メ
ン
は
、
豚

骨
ス
ー
プ
に
合
わ
せ
て
も
ニ
ラ

の
風
味
が
感
じ
ら
れ
る
一
品
で

す
。

　

原
材
料
の
ニ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、

加
工
作
業
も
地
元
団
体
に
依
頼
。

（
有
）
肥
後
そ
う
川
（
早
川
）

で
製
造
し
て
お
り
、
同
社
の
店

舗
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
の
食
産
業
復

興
支
援
の
一
環
で
行
わ
れ
た

「
郷
土
の
食
材
開
発
モ
デ
ル
事

業
」
を
き
っ
か
け
に
、
生
産
者

と
農
産
物
直
売
所
が
連
携
し
本

町
の
６
次
産
業
の
振
興
を
目
指

し
て
生
ま
れ
た
本
商
品
。

　
「
ま
ず
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

甲
佐
の
農
業
の
元
気
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
甲
佐
町
青
空
市
場
運

営
委
員
長
の
長
尾
耕
一
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
青
空
市
場
運
営
委
員
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
８
２
８

 

豚
骨
ス
ー
プ
と
ニ
ラ
の
風
味
を
味
わ
う
一
品

　「
ニ
ラ
味み

ラ
ー
メ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　（
甲
佐
町
青
空
市
場
運
営
委
員
会
）

▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL 096-234-0118

▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL 096-234-0118

ニラのおやき
本町特産のニラをたっぷ
り使った香ばしい一品

あゆもなか
もなかにはしっぽま
であんこがいっぱい



平
成
31
年
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検

大
切
な
郷
土
を
守
る
強
い
団
結
力

町
消
防
団
員
が
結
束
し
災
害

な
ど
の
非
常
時
に
備
え
る

　

３
月
24
日
（
日
）
有
安
の
安
津
橋
健

康
広
場
横
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
、
平
成
30

年
町
消
防
団
（
松
尾
憲
親
団
長
４
６
０

人
）
の
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
整
列
し
た
団
員
た
ち
に
松
尾

団
長
が
訓
示
。
消
防
庁
長
官
表
彰
な
ど

の
各
表
彰
状
の
伝
達
お
よ
び
贈
呈
や
、

若
草
保
育
園
（
元
村
健
正
園
長
１
０
０

人
）
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
12
人
に
よ
る

通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
の
部
で
は
、
第
１
分
団
第

４
部
（
岩
下
）
が
優
勝
。
放
水
競
技
で

は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
は
第
１
分
団
第
７

部
（
北
部
）、
小
型
ポ
ン
プ
車
の
部
は

第
１
分
団
第
２
部
（
上
豊
内
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

●
競
技
成
績

◆
通
常
点
検
の
部

・
優
勝　

第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
２
位　

役
場
分
団

▶
消
防
庁
長
官
表
彰
な
ど
を
伝
達

▶
団
員
た
ち
に
訓
示
す
る
松
尾
団
長
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・
３
位　

第
１
分
団
第
３
部
（
下
豊
内
）

◆
放
水
競
技
の
部

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

・
優
勝　

第
１
分
団
第
７
部
（
北
部
）

・
２
位　

第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
３
位　

第
１
分
団
第
１
部
（
東
西
寒
野
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
優
勝　

第
１
分
団
第
２
部
（
上
豊
内
）

・
２
位　

第
１
分
団
第
３
部
（
下
豊
内
）

・
３
位　

第
１
分
団
第
６
部
（
緑
町
）

●
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
・
永
年
勤
続
功
労
章

　

池
田
実

◆
熊
本
県
知
事
表
彰
・
永
年
勤
続
功
労
章

　

松
尾
憲
親
、
本
田
康
一
、
甲
斐
良
二
、

　

田
端
浩
二
、
本
田
貴
宏

◆
熊
本
県
知
事
表
彰
・
幼
年
消
防
ク
ラ

　
ブ
指
導
者
表
彰

　
元
村
健
正

◆
熊
本
県
消
防
協
会
・
功
績
章
表
彰

　

田
上
大
樹
、
上
田
智
敏
、
井
上
有
希
、

　

志
免
充
紀
、
内
田
壮
志
、
井
芹
祐
一
、

　

岡
部
貴
裕

◆
熊
本
県
消
防
協
会
・
勤
績
章
表
彰

　

渡
辺
信
也
、
熊
田
真
也
、
山
田
翼
、

　

岩
永
義
孝
、
北
畑
真
一
、
内
田
智
史
、

　

本
田
達
徳
、
谷
頭
健
一
郎
、
林
田
哲

　

治
、
宮
崎
慎
司
、
山
形
和
広
、
永
田

　

純
一
、
作
本
祐
介
、
井
元
大
樹
、
坂

　

本
公
生
、
井
芹
優
太
、
舛
岡
延
次
郎
、

　

本
田
義
浩

◆
優
秀
行
政
区
・
部
表
彰

　

東
寒
野
区
・
西
寒
野
区
（
第
１
分
団

　

第
１
部
）

▶
安
津
橋
健
康
広
場
横
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
町
消
防
団
出
初
式
に
臨
む
町
消
防
団
員

▶
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

▶
放
水
競
技
前
の
選
手
宣
誓

▶
目
標
の
ボ
ー
ル
を
狙
う
放
水
競
技

▶
団
結
し
て
競
技
に
挑
む
町
消
防
団
員

▶
出
初
式
の
最
後
を
飾
る
一
斉
放
水
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●
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　「
ま
つ
や
ま
」
が
完
成

　

４
月
17
日
（
水
）
乙
女
小
学
校

東
側
に
完
成
し
た
乙
女
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ま
つ
や
ま
」
で
落

成
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
本
地
震
に

よ
り
大
き
く
損
壊
し
、
解
体
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
旧
乙
女
福
祉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
代
替
施
設
と
し

て
設
置
。
高
齢
者
に
対
し
て
健
康

の
増
進
、
教
養
の
向
上
お
よ
び
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
便
宜
を
供
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
災
害
時
に

は
指
定
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
お
り
、
熊
本
地
震
の
教
訓

か
ら
シ
ャ
ワ
ー
室
や
備
蓄
物
資
を

あ
る
程
度
格
納
で
き
る
少
し
広
め

の
倉
庫
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
、
乙
女
地
区
の
町
議
会

議
員
や
各
区
長
、
民
生
委
員
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
約
40
人
が

参
加
。
奥
名
克
美
町
長
は
「
こ
の

施
設
が
、
平
常
時
に
は
高
齢
者
の

健
康
や
生
き
甲
斐
づ
く
り
は
も
と

よ
り
、
多
世
代
交
流
や
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用

い
た
だ
き
、
ま
た
非
常
時
に
お
い

て
は
安
全
・
安
心
な
避
難
所
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

地
域
を
代
表
し
て
乙
女
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
溜
渕
清
裕
会
長

は
「
こ
れ
か
ら
、
お
年
寄
り
の
集

ま
り
や
健
康
教
室
、
習
い
事
な
ど
、

乙
女
区
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
使
用
許
可
申
請

や
使
用
料
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

地域住民が集う新たな福祉の拠点が完成

４月17日乙女高齢者福祉センター「まつやま」の落成式を開催

ト ピ ッ ク ス
▼

乙
女
小
学
校
の
東
側
に
完
成
し
た
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
や
ま

▲地域を代表してあいさつする溜渕清裕会長
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子
育
て
支
援
住
宅
の
入
居
要
件
を
決
定
し
ま
し
た

子
育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
の
入
居
を
支
援

　
町
で
は
、
甲
佐
地
区
で
建
設
中
の
子
育

て
支
援
住
宅
の
入
居
要
件
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
名
称
を
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲

佐
」
に
決
定
。
ヴ
ェ
ル
デ
は
イ
タ
リ
ア
語

で
緑
を
意
味
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
住
宅

は
、
今
年
８
月
末
の
完
成
予
定
で
す
。

●
住
戸
数
20
戸
、
子
育
て
サ
ロ

　
ン
と
し
て
集
会
室
を
建
設

　

子
育
て
支
援
住
宅
の
構
造
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
３

階
建
て
、
建
築
面
積
が
８
４
１
・

24
平
方
㍍
。
住
戸
数
が
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

20
戸
、
子
育
て
サ
ロ
ン
と
し
て
集

会
室
を
建
設
し
ま
す
。

　

住
戸
別
の
床
面
積
は
、
75
・
85

平
方
㍍
の
タ
イ
プ
と
73
・
88
平
方

㍍
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
十
分
に
確
保

し
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
同
士
の

交
流
を
促
し
、
立
ち
話
な
ど
気
軽

に
行
え
る
広
い
玄
関
土
間
や
共
用

廊
下
を
備
え
ま
す
。
１
階
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
隣
接
し
た
集
会
室
は

開
放
的
な
出
入
り
口
に
よ
り
立
ち

寄
り
や
す
い
空
間
、
畳
の
小
あ
が

り
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
学
校
帰
り

の
子
ど
も
な
ど
が
過
ご
し
や
す
い

よ
う
な
空
間
と
な
り
ま
す
。

■お問い合わせ先　町建設課　 TEL096-234-1183（内線161）

子育て世帯 新婚世帯

世帯の定義 同居者に18歳未満の者または
妊娠している者がいる世帯

配偶者（事実婚、婚約予定者を
含む）を得て５年以内の世帯

入居資格
①「子育て世帯」または「新婚世帯」であること
②暴力団でないこと
③自ら居住するための住居であり、同居親族があること
④地方税等を滞納していないこと

所得基準 収入月額が158,000円以上387,000円以下
（「世帯」の年間所得額から各種控除額を差し引いて12（か月）で割った額）

家賃の減額

①新婚世帯で夫婦のいずれ
もが40歳未満の世帯又は妊
娠しているものがいる世帯

12,000円

家賃負担額

52,000円

47,000円②子育て世帯で18歳未満の
子が１人のとき 17,000円

44,000円③子育て世帯で18歳未満の
子が２人のとき 20,000円

42,000円④子育て世帯で18歳未満の
子が３人以上のとき 22,000円

家賃 月額64,000円

共益費 月額4,000円

駐車場代 月額1,500円

入居期間 入居時から入居資格を満たさなく
なった日の属する年度の３月末まで 10年間
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４
月
５
日
（
金
）
御
船
警
察
署
で
、

交
通
安
全
黄
色
い
傘
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

御
船
地
区
交
通
安
全
協
会
（
池
田

健
吾
会
長
）
と
御
船
地
区
交
通
安
全

運
転
管
理
者
等
協
議
会
（
北
﨑
富
一

会
長
）
が
同
署
管
内
の
17
小
学
校
の

新
入
児
童
７
２
２
人
全
員
に
、
交
通

安
全
意
識
の
啓
発
と
雨
天
時
の
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
黄
色
い
傘
を

贈
っ
て
お
り
、
今
年
で
22
回
目
。

　

式
で
は
、
管
内
の
新
入
児
童
を
代

表
し
て
乙
女
小
学
校
に
入
学
す
る
金

森
徠
珠
く
ん
（
船
津
区
）
と
桑
原
椿

さ
ん
（
南
三
箇
区
）
に
手
渡
さ
れ
、

２
人
は
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
す
」
と
交
通
安
全

の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　３月４日（月）町生涯学習センターで、甲
佐町男女共同参画講演会が開催されました。
　同講演会は「家庭、地域、職場などあらゆ
る分野における男女共同参画の実現」を目標
に啓発活動を行うため、町教育委員会が主催
し町男女共同参画推進懇話会が共催。県男女
共同参画推進員の小谷つゆみさんが「いごこ
ちのよいまちづくり」と題して講演しました。
　参加した約60人は「男女間での暴力のな
い対等な関係の築きかた」などについて考え
を深めました。

新１年生入学おめでとう 
平成31年度小・中学校入学式

新入児童の交通安全を願う
平成31年度交通安全黄色い傘の贈呈式

男女が共に支え合うまちづくり 
甲佐町男女共同参画講演会を開催

▼新入児童氏名点呼で名前を呼ばれ、元気よく起立する新1年生

▲町生涯学習センターで開催された男女共同参画講演会

▼

黄
色
い
傘
を
受
け
取
っ
た
金
森
く
ん
と
桑
原
さ
ん

　

4
月
9
日
（
火
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
平

成
31
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
31
年
度
新
入
生
は
甲
佐
小

32
人
、
龍
野
小
25
人
、
乙
女
小
21

人
、
白
旗
小
18
人
で
、
町
内
小
学

校
全
体
で
は
96
人
。
甲
佐
中
学
校

に
は
80
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

白
旗
小
学
校
（
前
川
和
宏
校
長

1
１
１
人
）
で
は
、
同
小
体
育
館

で
入
学
式
を
開
催
。
上
級
生
や
保

護
者
な
ど
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
、

新
入
児
童
が
元
気
よ
く
入
場
し
て

開
式
。
は
じ
め
に
入
学
児
童
氏
名

点
呼
が
行
わ
れ
、
新
入
児
童
た
ち

は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
返
事
を
し
起
立
し

ま
し
た
。

　

前
川
校
長
が
「
学

校
中
の
み
ん
な
が
、

皆
さ
ん
の
入
学
を
心

か
ら
待
っ
て
い
ま
し

た
。
し
っ
か
り
返
事

や
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
１
年
生
に
な
り
ま

し
ょ
う
」
と
式
辞
。

　

奥
名
町
長
は
「
優

し
い
先
生
た
ち
や
た

く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
、
同
じ
１

年
生
の
お
友
だ
ち
と

早
く
仲
良
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
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　３月25日（月）～31日（日）大阪府で開催さ
れた第25回日本リトルシニア全国選抜野球大会
に、多々良晃希選手（吉田区・甲佐中２年）、大
森咲弥選手（北原区・同中１年）、田中敬智選手
（中横田区・同中１年）が熊本東リトルシニアの
メンバーとして参加しました。
　同大会は、全国各地の地区大会を勝ち上がった
全64チームで競うトーナメント戦。同クラブチー
ムは昨年10月に大分県で行われた第11回稲生和
久メモリアル秋季大会で優勝し、全国大会への出
場を勝ち取りました。
　９番２塁手として先発出場した多々良選手は
「全国大会出場という貴重な体験をさせていただ
きました。勝てる試合でしたが、もう１本がなか
なか出ず、悔しいです」と大会を振り返って話し
ました。
　今後の抱負については「７月にも全国大会が決
まっています。その大会にも選手として出場でき
るよう、日々努力してがんばります」と今回の悔
しさを糧にさらなる飛躍を誓いました。

　３月10日（日）・16日（土）町生涯学習セ
ンターで、ギャラリートークが開催されまし
た。本イベントは、平成28年熊本地震の復
旧・復興事業に伴う文化財調査とその成果、
全国からの派遣専門職員の活動について紹介
するもので、県教育庁文化課が主催。
　16日（土）は「陣ノ内館跡の歴史と地震
からの復旧」と題して、清村一男さん（下豊
内区）らがこれまでの調査成果や復旧状況な
どを報告。参加した約30人は地域の文化財
の現状について耳を傾けました。

復興が教えてくれる地域の歴史 
３月10日（日）・16日（土）ギャラリートークを開催

▲陣ノ内館跡の調査と修復状況について聞き入る参加者ら

硬式野球で全国大会に出場　
本町の中学生が全国の舞台で奮闘

▲熊本東リトルシニアのメンバーとして、全国選抜野球大会に参加した
田中敬智選手（左）、大森咲弥選手（中央）、多々良晃希選手（右）

　

３
月
28
日
（
木
）
町
役
場
で
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
引
き
継
ぎ

式
が
行
わ
れ
、
第
1
分
団
第
3
部

（
下
豊
内
）
と
第
４
分
団
第
８
部

（
府
領
）
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
２
台
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
老
朽
化
し
た
車
両
の
順

次
更
新
を
行
っ
て
お
り
、
消
防
力
の

維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
奥
名
克
美
町
長
が
「
地

域
防
災
の
要
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
引

き
継
ぎ
を
受
け
た
地
区
の
代
表
と
し

て
、
下
豊
内
の
西
住
幸
郎
区
長
が

「
日
々
の
点
検
を
怠
る
こ
と
な
く
地

域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

地域の消防力の維持を図る 
小型動力ポンプ付積載車引き継ぎ式

▼

積
載
車
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
２
地
区
の
区
長
ら
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人
事

町総務課　TEL 096-234-1140（内線 221）

■ 

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
町
組
織

人
事
異
動

●
総
務
課

▼
総
務
課
長
・
一
圓
秋
男
（
企
画
課

長
）
▼
行
政
係
長
・
高
原
貞
典
（
税
務

課
徴
収
係
長
）、
同
係
・
本
田
奈
美
子

（
新
規
採
用
）
▼
財
務
係
・
澤
田
瑠
聖

（
住
民
生
活
課
）
▼
庶
務
係
・
石
井
真

奈
美
（
新
規
採
用
）

●
企
画
課

▼
企
画
課
長
・
北
野
太
（
福
祉
課
長
）

▼
企
画
政
策
係
・
塚
本
滉
大
（
新
規
採

用
）

●
地
域
振
興
課

▼
地
域
振
興
課
長
補
佐
・
村
上
朱
美

（
県
か
ら
派
遣
）
▼
地
域
振
興
係
・
橋

本
風
花
（
新
規
採
用
）
▼
商
工
観
光
係

長
・
吉
川
英
徳
（
総
務
課
付
）

●
税
務
課

▼
税
務
課
長
・
古
閑
敦
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱
）

▼
固
定
資
産
税
係
・
山
田
秀
和
（
新
規

採
用
）、
小
堀
龍
聖
（
新
規
採
用
）
▼

住
民
税
係
・
鋤
野
耕
介
（
新
規
採
用
）

▼
徴
収
係
長
・
奥
名
雄
吉
（
総
務
課
行

政
係
長
）

●
住
民
生
活
課

▼
住
民
生
活
課
長
・
井
上
理
惠
（
同
課

保
険
係
長
）
▼
住
民
係
・
佐
藤
竜
也

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
石
橋
拓

也
（
税
務
課
）
▼
保
険
係
長
・
池
田
り

か
（
地
域
振
興
課
）、
同
係
・
村
上
香

織
（
総
務
課
）、
山
下
裟
貴
（
新
規
採

用
）

●
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
奥

村
伸
二
（
住
民
生
活
課
長
）
▼
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
・
木
村
真
澄

（
同
セ
ン
タ
ー
同
係
）、
同
係
・
荒
井
健

吾
（
総
務
課
）、
瀬
﨑
由
佳
（
新
規
採

用
）

●
福
祉
課

▼
福
祉
課
長
・
福
島
明
広
（
議
会
事
務

局
長
）
▼
子
ど
も
・
障
が
い
福
祉
係
・

小
山
美
伸
（
新
規
採
用
）

●
環
境
衛
生
課

▼
水
道
係
長
・
前
田
大
樹
（
同
課
同

係
）、
同
係
・
川
端
励
志
（
農
政
課
審

議
員
）、
松
岡
陸
（
社
会
教
育
課
）

平 成 ３ １ 年 度 の
町 組 織 人 事 異 動

今年度もよりよい行政サービスを目指します

●
建
設
課

▼
建
設
課
長
補
佐
﹇
兼
住
宅
係
長
事
務

取
扱
﹈・
八
岡
利
洋
（
県
か
ら
派
遣
）、

▼
建
設
係
・
吉
永
巧
（
農
政
課
）

●
農
政
課

▼
農
政
課
長
・
井
上
幸
介
（
税
務
課

長
）
▼
経
営
係
・
伊
豆
野
加
奈
子
（
福

祉
課
）
▼
整
備
係
・
渡
邉
哲
司
（
任
期

付
）
▼
農
地
係
長
﹇
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
﹈・
古
田
昭
憲
（
環
境
衛
生
課
水

道
係
長
）

●
会
計
課

▼
会
計
管
理
者
﹇
兼
会
計
課
長
兼
会
計

係
長
事
務
取
扱
﹈・
山
本
洋
子
（
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

●
議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
長
・
岡
本
幹
春
（
農
政

課
長
）

●
学
校
教
育
課

▼
学
校
教
育
係
長
・
田
上
大
助
（
建
設

課
住
宅
係
長
）、
同
係
・
眞
下
妙
子

（
新
規
採
用
）

●
社
会
教
育
課

▼
社
会
教
育
課
審
議
員
﹇
兼
社
会
教
育

係
長
事
務
取
扱
﹈・
仲
原
琴
美
（
同
課

同
係
長
）
▼
社
会
体
育
係
長
・
内
田
健

司
（
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）、

同
係
・
郷
史
嘉
（
総
務
課
）、
梅
本
裕

也
（
税
務
課
）

■
出
向
・
派
遣

●
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合

▼
事
務
局
長
・
後
藤
喜
治
（
社
会
教
育

課
社
会
体
育
係
長
）

●
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産
業
振
興
局

産
業
支
援
課
へ
派
遣
・
本
田
城
光
（
農

政
課
）、
県
企
画
振
興
部
地
域
・
文
化

振
興
局
地
域
振
興
課
へ
派
遣
・
池
田
三

奈
（
住
民
生
活
課
）

※
（
か
っ
こ
）
内
は
旧
職
ま
た
は
旧
所

　

属
先

■
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
中
長
期

　
的
派
遣
職
員
併
任
辞
令

　

熊
本
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
町
で
は

平
成
28
年
度
か
ら
震
災
復
興
の
た
め
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
派
遣
職
員
の
方
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
建
設
課

▼
建
設
係
・
奥
薗
達
也
（
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
・
任
期
更
新
）、
川
畑
雅
彦

（
同
県
鹿
児
島
市
）、
本
田
聖
（
同
県
鹿

児
島
市
）、
西
健
一
（
同
県
鹿
児
島

市
）
▼
住
宅
係
・
野
付
祐
司
（
同
県
出

水
市
・
任
期
更
新
）

※
（
か
っ
こ
）
内
は
派
遣
元

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
１
）
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 104）　

■
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が

　
必
要
で
す

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を

退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
の
方
や
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
で

扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
の
方
も
、
国

民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
20
歳
に
な
ら
れ
た

学
生
の
方
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
６
，
４
１
０
円
（
月
額
）
で
す
。

　

こ
の
定
額
料
に
、
毎
月
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
付
加
年
金
の

加
入
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
）。ま
た
、

２
年
分
、
１
年
分
、
６
カ
月
分
を
ま
と

め
て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
前
納
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ

る
の
で
お
得
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
日
で
す
。
納
付
期
限
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
万
が
一
の

と
き
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
所
得
が
一
般
的
に
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老
後

の
受
け
取
り
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
け

が
や
病
気
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
、
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、納
付
が
で
き
な
い
方
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
承
認
期
間
は
、
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
で
、
２
年
１
カ
月
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
金
額
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
す
た
め
に
、
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。
申
請
に
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

国
保
税
の
賦
課
限
度
額
と
軽
減

判
定
所
得
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
に
は
上
限
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
所
得
が
多
い
世
帯
で
も

賦
課
限
度
額
ま
で
し
か
賦
課
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
前
年
の
所
得
と
被
保
険
者
数
に
よ
っ

て
均
等
割
（
世
帯
の
被
保
険
者
数
に
応

じ
て
計
算
）
と
平
等
割
（
１
世
帯
当
た

り
で
計
算
）
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
２
点
の
措
置
に
つ
い
て
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
後
の
賦
課
限
度
額

・
医
療
分

　

61
万
円
（
２
０
１
８
年
度
は
58
万

　

円
）

※
後
期
支
援
分
、
介
護
分
に
つ
い
て
は

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
改
正
後
の
軽
減
判
定
所
得

・
７
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
以

　

下
の
世
帯
（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

・
５
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
＋

　

28
万
円
（
２
０
１
８
年
度
は
27
・
５

　

万
円
）
×
被
保
険
者
数
以
下
の
世
帯

・
２
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
＋

　

51
万
円（
２
０
１
８
年
度
は
50
万
円
）

　

×
被
保
険
者
数
以
下
の
世
帯

※
被
保
険
者
数
は
、
同
世
帯
の
中
で
国

　

保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

　

行
し
た
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
帯
内
の
被
保
険
者
数

が
３
人
で
国
保
加
入
者
の
所
得
の
合

計
が
１
１
６
万
円
の
世
帯
の
場
合
、

２
０
１
８
年
度
は
２
割
軽
減
世
帯
に
該

当
し
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
度
は
５
割

軽
減
世
帯
に
該
当
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
国
保
税
の
税
額
に
つ

い
て
は
、
６
月
中
旬
に
税
務
課
か
ら
発

送
す
る
納
税
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
税
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
５
）

国保税の賦課限度額と
軽減判定所得の改正

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください



Library
町生涯学習センター図書室からの５月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

１級建築士の青瀬が設計した信

濃追分の新築の Y邸。しかし、

そこに越してきたはずの幸せな

家族の姿が消えた。それだけで

なく、電話機以外に家具もない。

ただ１つ、浅間山を望むように

置かれた「タウトの椅子」を除

けば…。あの「64」の作者が

紡ぐ美しい長編ミステリー。心

揺さぶる人間ドラマに魅了され

る１冊です。

新潮社

小説

「64」の作者が紡ぐ美しい長編ミステリー

横山 秀夫著 /『ノースライト』

かわいい元素キャラクターで楽しく学ぼう

若林 文高監修 /『元素キャラクター図鑑』

人気の料理教室の春夏レシピ

有元 葉子著 /『有元葉子の料理教室２』

著者の人気料理教室のレシピを、

臨場感のあるドキュメント風に

掲載。材料や調味料の選び方、

使い方、下ごしらえの大切さ、

手際よく数品作るための準備の

流れなどの考え方を理解できる

ように解説しています。春夏の

食材を使った献立や盛りつけ、

テーブルコーディネートも紹介

してあり、春夏の食卓がすてき

に演出できる１冊です。

KADOKAWA

教養娯楽

出産後、母として家事・育児に

奮闘する日々をおくってきた著

者が、一念発起して南極地域観

測隊の調理隊員にチャレンジ。

１年４カ月の昭和基地での生活

についてつづる。何歳からでも

挑戦はできると、勇気をもらえ

る１冊です。話題になった、天

かすをリメイクした「悪魔のお

にぎり」などの特別レシピも掲

載しています。

平凡社

一般書

かあちゃん、南極観測隊の調理隊員になる

渡貫 淳子著 /『南極ではたらく』

水素、リチウム、鉄、酸素など

覚えておきたい基本の元素が

キャラクターとなって登場。個

性的でかわいいキャラクターた

ちが、それぞれの特徴や存在す

る場所、何に使われているかな

ど優しく教えてくれるので、

すっと理解できます。元素の住

所ともいえる元素周期表も掲載。

楽しみながら学べる元素入門図

鑑です。

日本図書センター

児童書

ロ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『Little House in the Big Woods( 大きな森の小さな家 )』

（ローラ・インガルス・ワイルダー著、恩地 三保子訳）

Erin Sangster さん
〔岩下一区〕

今月の案内人

西部開拓時代のアメリカが舞台で作者
が生まれたウィスコンシン州北西部の
ペピン (Pepin) という町でのローラ家
族の1年間の生活が描かれている。

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　５月９日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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■人権メッセージ　　　　　　
　「あなたのひとこと」作品

●話してみたら、いいやつだったて

　こと、あんがい多いよなぁ。

●きずいてね　笑顔のおくの　悲し

　いキモチ

●あなたはしっていますか ?　１人

　１人が違うことを　

●見て見ぬフリ、そんなあなたを見

　ています。

●自分の権利は訴えるけれど、人の

　権利は守れていますか。

●十人十色　みんな違って　とって

　もカラフル　違いを認めて　ます

　ます深まる私たちの絆

●「そのひと言がいかんとよ !」と

　叱ってくれるのは、友だちだから。

●間違った噂を信じる人より、自分

　で聞いて、本当の君を信じられる

　人になりたい。

●あなたのその一言が、自分を少し

　だけ楽にしてくれた。

●君の言葉で救われる心がある。君

　の行動で救われる命がある。 

( メッセージは平成27・28年に県民

の皆さんから寄せられたものです。) 

■人権に関する新作 DVDの紹介

　甲佐町人権教育推進協議会では、

人権について理解を深めて頂くため

に、人権啓発に関する DVD の貸し

出しを行っています。新作 DVD が

届きましたのでご紹介します。

・「障害のある人と人権」～誰もが

　住みよい社会をつくるために～

　障害のある人が直面する人権問題

や心のバリアフリーの実現に向けた

取組などを紹介し、「障害のある人

と人権」について考えていきます。

　各地区・企業・個人などでぜひご

覧ください。貸出しについては、甲

佐町人権教育協議会 ( 社会教育課

内 ) にお問い合わせください。

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
3
月
19
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
平
成

30
年
度
「
町
民
大
学
」
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
「
寝
た
き
り
、
要

介
護
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
甲

佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

館
長
の
那
須
賢
志
さ
ん
が
講
演

し
ま
し
た
。

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

が
10
年
あ
る
現
在
、
要
介
護
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動

器
症
候
群
）
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　
那
須
さ
ん
は
「
80
歳
ま
で
健

康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
元
気

な
う
ち
か
ら
運
動
器
の
機
能
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
、
参
加
者
と

一
緒
に
自
宅
で
で
き
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
3
月
14
日
（
木
）
町
公
民
館

主
催
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
27
人
は
、
ま
ず
塚

原
歴
史
民
俗
資
料
館
（
熊
本
市

南
区
城
南
町
）
で
、
塚
原
古
墳

群
な
ど
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
品

や
国
指
定
重
要
文
化
財
「
台
付

舟
形
土
器
」
な
ど
に
つ
い
て
学

芸
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
30
年
代
に
使
わ
れ

て
い
た
農
機
具
な
ど
の
民
俗
資

料
も
見
学
。
午
後
は
、
く
ま
も

と
工
芸
会
館
（
同
市
南
区
川

尻
）
で
伝
統
工
芸
品
を
鑑
賞
し

た
後
、
河
尻
神
宮
（
同
市
南
区

八
幡
）
や
川
尻
御
蔵
前
船
着
き

場
跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
近
く
に

あ
る
か
ら
今
ま
で
見
学
し
て
い

な
か
っ
た
で
す
。
今
回
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

講
演
会
お
よ
び
閉
講
式

町
民
大
学

郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て

町
公
民
館
自
主
講
座

▲講師の那須さんとトレーニン

グを行う参加者

▲

町公民館からのお知らせ

公民館主催講座のご案内

●町民大学

　・年６回開催

　・講演会、社会見学、スポーツ

　　など

●郷土の歴史を訪ねて

　・年１回開催

　・近隣市町村の文化財を見学

●ステップアップ講座

　・年５回開催

　・調理体験や小物作り体験など

●子ども講座

　・年３回開催

　・昔遊び、工作、調理実習など

町公民館では、各種講座を開催し

ています。開催日などの詳細につ

いては、随時お知らせいたします。

▲塚原歴史民俗資料館で展示物

の説明を受ける参加者

Public Relations KOSA
May 201913



❖
血
圧
と
は
？

　

血
圧
と
は
血
管
に
か
か
る
圧
力
の
こ

と
で
、
心
臓
か
ら
流
れ
る
血
液
が
血
管

を
押
す
力
で
す
。
血
管
は
全
身
に
く
ま

な
く
血
液
を
運
ん
で
お
り
、
全
て
の
血

管
に
圧
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
が
収
縮
し
、
血
液
を
押
し
出
す

と
き
の
最
も
高
い
血
圧
を
収
縮
期
血
圧

（
最
高
血
圧
）、
心
臓
が
拡
張
し
、
血
液

の
流
れ
が
緩
や
か
な
と
き
の
最
も
低
い

血
圧
を
拡
張
期
血
圧
（
最
低
血
圧
）
と

い
い
ま
す
。

　

血
圧
は
、
血
管
の
弾
力
性
や
腎
臓
・

交
感
神
経
・
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
な
ど
で

調
節
さ
れ
、
季
節
や
時
間
・
身
体
活
動

や
心
の
状
態
に
よ
っ
て
常
に
変
化
し
て

い
ま
す
。

❖
家
庭
血
圧
を
測
定
し
よ
う

　

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
発

症
し
、
重
症
化
し
た
病
気
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
サ
イ
レ
ン
ト

キ
ラ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
家
庭
で

血
圧
を
測
定
し
、
血
圧
の
変
化
に
い
ち

早
く
気
付
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
家
庭
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

・
上
腕
血
圧
計
で
測
定
す
る
。

・
朝
と
晩
の
１
日
２
回
測
定
す
る
。

　
（
朝
は
起
床
後
１
時
間
以
内
に
、
ト

　

イ
レ
を
済
ま
せ
、
朝
食
・
内
服
の
前

　

に
、
晩
は
就
寝
直
前
に
）

・
で
き
る
だ
け
毎
日
測
定
し
、
記
録
し

　

た
結
果
を
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
確

　

認
し
て
も
ら
う
。

　

家
庭
血
圧
を
測
定
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
血
圧
が
分
か

る
こ
と
、
測
定
回
数
が
多
い
た
め
信
頼

性
が
高
い
こ
と
、
自
覚
症
状
と
血
圧
の

関
係
が
分
か
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

家
庭
血
圧
１
３
５
／
85m

m
H
g

以

上
が
続
く
よ
う
な
場
合
は
、
早
め
に
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❖
高
血
圧
の
発
症
・
重
症
化
を
　

　
予
防
す
る
た
め
に
は

　

日
本
高
血
圧
学
会
と
日
本
高
血
圧
協

会
は
毎
年
５
月
17
日
を
高
血
圧
の
日
と

定
め
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
生
活
習

慣
が
重
要
で
す
。
特
に
家
族
に
高
血
圧

の
人
が
い
る
場
合
な
ど
は
、
若
い
こ
ろ

か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
で
予
防
が
期
待

で
き
ま
す
。
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
塩
分
を
控
え
る

　

高
血
圧
の
人
は
塩
分
を
控
え
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
、
１
日
の
目
標
は
６
㌘

未
満
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
高
血

圧
学
会
減
塩
委
員
会
で
は
、
食
品
の
栄

養
素
な
ど
の
必
要
事
項
が
正
し
く
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
く
使
い
続
け
ら

れ
る
た
め
の
お
い
し
さ
が
あ
る
こ
と
な

ど
の
点
を
配
慮
し
て
、
減
塩
率
が
20
㌫

以
上
の
優
良
な
食
品
を
減
塩
食
品
リ
ス

ト
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

②
肥
満
を
解
消
す
る

　

体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ
【
体
重
（
㌔
㌘
）

÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長
（
㍍
）】
が
25

以
上
の
肥
満
の
人
は
、
肥
満
を
解
消
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
現
在
の

体
重
の
５
㌫
減
少
を
目
指
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運
動
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

③
節
酒
す
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
は
血
圧
を

上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
適
量
の
飲
酒
は

体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
影
響
が
あ
り
ま

す
が
、
大
量
の
飲
酒
は
悪
影
響
が
強
く

な
り
ま
す
。
ビ
ー
ル
は
５
０
０
㍉
㍑
、

日
本
酒
は
１
合
、
焼
酎
は
０
・
６
合
程

度
が
適
量
で
す
。
週
に
２
日
は
休
肝
日

を
設
け
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的
に
お
酒

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

④
禁
煙
す
る

　

喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促
し
、
た
ば
こ

を
１
本
吸
う
た
び
に
血
圧
も
上
が
り
ま

す
。
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
て
、

循
環
器
病
・
が
ん
・
全
体
の
死
亡
率
が

そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
〜
２
倍
に
な
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
禁
煙
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
危
険
性
の
大
幅
な

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
て

高
血
圧
を
予
防
し
よ
う

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

血圧 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

高血圧は自覚症状がないまま発症

し、重症化した病気を引き起こす

ことがあります。家庭で血圧を計

測し、早めに血圧の変化に気付く

ことが予防の第 1 歩です。ぜひ

今日から家庭血圧の測定を始めて

みてください。

藤本 佑子 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
５月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

５・６月の保健活動

　　５月16日（木）　午前９時

　　６月20日（木）　午前９時

　　５月16日（木）　午前10時

　　６月20日（木）　午前10時

　　６月７日（金）　午前９時30分

　　５月14日（火）　午後１時

　　６月21日（金）　午前９時20分

　　５月14日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

８日（水） 園周辺散歩

10日（金） フォトフレーム作り

13日（月） ままごと遊び

15日（水） タオルで遊ぼう

17日（金） 戸外遊び

20日（月） しゃぼん玉遊び

22日（水） お誕生会（要予約）

24日（金） 親子で読書

27日（月） ポンポン絵の具

29日（水） ボール遊び

31日（金） 小麦粉粘土

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

22日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

福岡 煌
こうだい

大 くん（１歳）
 父・智宏 さん　母・由佳 さん

　（古閑区）

　　お兄ちゃん、お姉ちゃん

　　　　　　　　　　　大好き。
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　今回は、「エアロバイク」をご紹

介いたします。フィットネスセン

ターには、「エアロバイク」を５台

設置しております。

　健康志向が高まり、町中を走る方

も増えてきていますが、走るのがつ

らいといっ

た 方 も い

らっしゃる

と思います。

そんな方た

ちに、おす

すめなのが

「エアロバイ

ク」です。

　「エアロバイク」を使用するメリッ

トは、①自転車に乗る感覚で手軽に

楽しみながら有酸素運動ができるこ

とこと。②ペダルを漕ぐ動作をする

だけで、腰回りの筋肉を鍛えること

ができ、基礎代謝をあげることがで

きること。③心拍数、速度、時間を

チェックしながらできることです。

また、脂肪燃焼に効果的な強度は、

うっすらと汗をかき、気持ちが良い

と思える程度で20分以上、疲れ過ぎ

てしまう少し手前まで継続すると、

効果的に脂肪燃焼していきます。

　最後に「エアロバイク」のダイ

エット効果をより高めるためには、

走る前に筋トレを行うことです。

フィットネスセンターには筋力ト

レーニングマシンも設置しておりま

す。薄着になる季節の前に、効率よ

く脂肪を燃焼させましょう。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

福島 聡子さん
〔看護師〕

今月の講師

Fitness Center
甲佐町フィットネスセンター

ひ ざ 痛、 腰 痛 が あ る 人 に お す す め！
手軽に足腰への負担なく運動することができます。

▲フィットネスセンターには５台のエア

ロバイクを設置しています。

エアロバイク

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線232）

本町への進出企業のご紹介

■
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
で
安
全
か
つ

　

豊
か
な
世
の
中
を
目
指
す

　

九
州
電
子
㈱
Ｌ
Ｓ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２
年
に

Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
・
開
発
の
拠
点
と

し
て
本
町
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｓ
Ｉ
と
は
大
規
模
集
積
回

路
の
こ
と
で
、
車
や
電
化
製
品
、

デ
ジ
タ
ル
家
電
や
携
帯
電
話
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
に
か

か
る
全
工
程
に
一
貫
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
製
品
が
何
に
使

わ
れ
る
か
が
分
か
る
た
め
や
り

が
い
に
も
つ
な
が
る
と
の
こ
と
。

　

今
後
は
、
モ
ノ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
（
Ｉ
ｏ

Ｔ
）
社
会
に
向
け
て
、
世
界
へ

事
業
を
発
信
し
て
い
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
献
血
や
清
掃
活
動
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮越 和之
専務取締役

未来へ夢と希望を与える社会の実現に貢献

第二技術統括部

小四郎丸 蒼さん

社員誰もが学ぶ機会を
持 て る 職 場 で す

ロボットなどの機械作りが好

きで、その核となる半導体に

興味を持ち入社しました。設

計された回路が仕様どおりに

動くか確認する仕事をしてい

ます。チームで協力して目標

に向かっていく体制なので、

ゆくゆくはチームを引っ張っ

ていける設計者を目指します。

平成５年に宇城市
不知火町の本社よ
りセンター長とし
て着任。IoT 社会
をけん引する企業
として、社会貢献
を目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字豊内2020
■従業員　74人
■電話番号　096-234-3339
■ＵＲＬ　http://www.qdk.co.jp/

九州電子株式会社 LSIシステムセンター

Public Relations KOSA
May 2019 16



　町では、空き家などの地域資源の

有効活用を通して、移住・定住の促

進や交流人口の増加を図り、地域の

活性化につなげていくため、さまざ

まな事業に取り組んでいます。

　その１つとして、旧西村民俗資料

館の利活用事業を実施しています。

同館は、平成28年熊本地震で被災

し解体が一時検討されていましたが、

平成29年度にその利活用について

ワークショップ形式による検討会を

実施。本町の魅力を発信する交流拠

点施設に改修することになりました。

　同館は昨年度からワークショップ

による改修などに着手しており、こ

れまでに町内外、県外からも延べ

181人が参加していただきました。

　本年度も古民家改修ワークショッ

プ（全８回）を予定しており、第１

回目を５月18日（土）・19日（日）

に開催します。外壁板張りおよび竹

木舞づくりを予定しています。１日

だけ、半日だけの参加も可能です。

　本町のまちづくりに、あなたも参

加してみませんか。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

 Traditional House Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

●

　URL https://magazine-bo.com/

■
地
域
資
源
を
生
か
す
町

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
大
滝
祐
輔
代
表
理
事
）
は
、

本
町
の
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
や

長
期
滞
在
の
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

実
現
を
目
的
に
、
平
成
30
年
6

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
、（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代

表
理
事
）、（
株
）
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

（
藤
原
岳
史
代
表
）、（
医
）
谷

田
会
谷
田
病
院
（
谷
田
理
一
郎

理
事
長
）、（
株
）
肥
後
銀
行

（
笠
原
慶
久
頭
取
）、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）
の
６

者
か
ら
構
成
さ
れ
、
同
年
7
月

に
は
「
甲
佐
町
に
お
け
る
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
及
び
地
方
創
生
推
進
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
６
者
間
で
締

結
し
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
甲
佐
の
魅
力
を
活
か
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、
同
協
議

会
で
は
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
（
農

泊
事
業
）
を
活
用

し
な
が
ら
、
緑
川

を
活
か
し
た
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

や
宿
泊
施
設
の
整

備
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
状

況
な
ど
も
、
同
協

議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
発
信

し
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

▲昨年７月に町役場で行われた連携協定締結式

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

古民家改修ワークショッ
プを本年度も開催します

地
域
の
今
と
将
来
を
想
い
、
魅
力
と
活
力
に

あ

ふ

れ

る

元

気

な

ま

ち

へ
まちづくり協議会では、昨
年度に引き続き、31年度
も主に農泊推進事業を活用
し、交流人口の拡大などに
よる地域経済・地域自体の
活性化の実現を目指してい

ます。また、体験メニュー
開発においては、モニター
ツアーも計画していますの
で、その際はぜひご参加く
ださい。

交流人口拡大による地域活性化を

まちづくり協議会

大滝 祐輔さん
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
福
祉
に
関

す
る
手
当
の
額
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

※
数
字
は
す
べ
て
平
成
31
年
度
の

　

月
額
の
手
当
額
で
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に

役
立
て
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

●
対
象
児
童
が
１
人
の
と
き

・
全
額
支
給　

４
２
，
９
１
０
円

・
一
部
支
給　

４
２
，
９
０
０
円

　

〜
１
０
，
１
２
０
円

●
対
象
児
童
が
２
人
の
と
き

　

１
０
，
１
４
０
円

※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
１
０
，

　

１
３
０
円
〜
５
，
０
７
０
円

●
対
象
児
童
が
３
人
以
上
の
と
き

　

1
人
に
つ
き
６
，
０
８
０
円
加

算※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
６
，

　

０
７
０
円
〜
３
，
０
４
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

在
宅
で
中
程
度
以
上
の
障
が
い

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
す
る

手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級　
　

　

５
２
，
２
０
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級　
　

　

３
４
，
７
７
０
円

▼
特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
に
対

し
て
支
給
す
る
手
当

　

２
７
，
２
０
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
人
に
対
し
て
支

給
す
る
手
当

　

１
４
，
７
９
０
円

▼
経
過
的
福
祉
手
当

　

福
祉
手
当
制
度
の
廃
止
後
、
福

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
た
も
の

（
20
歳
以
上
）
で
特
別
障
害
者
手

当
の
要
件
に
は
該
当
せ
ず
、
か
つ

障
害
基
礎
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い

障
が
い
者
に
対
し
て
従
前
の
例
に

よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当

　

１
４
，
７
９
０
円

※
各
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制

　

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

　

身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

が
い
の
あ
る
方
は
、
障
が
い
の
区

分
に
応
じ
て
、
定
め
ら
れ
た
級
の

障
が
い
を
有
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
次
の
書
類
を
ご
準
備
の

上
、
受
付
期
間
内
に
町
税
務
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

減
免
の
対
象
に
な
る
軽
自
動
車
は
、

障
が
い
者
１
人
に
対
し
て
１
台
で

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　

満
の
場
合
、
療
育
手
帳
（
知
的

　

障
害
者
福
祉
手
帳
）
の
場
合
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

場
合
は
、
そ
の
方
ま
た
は
生
計

　

を
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車
で
、
専
ら
障
が
い
の
あ

　

る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

　

動
車
お
よ
び
単
身
で
生
活
す
る

　

障
が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る

　

軽
自
動
車

③
身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車
で
障
が
い
者
の
方
を
常

　

時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽

　

自
動
車

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（３月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

加
算
支
援
金
の
申
請
期
限
が

１
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た

障
害
者
手
帳
所
持
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

Public Relations KOSA
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Monthly Information

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
車
検
証
（
本
人
名
義
で
あ
る
こ

　

と
）

※
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　

満
の
場
合
、
療
育
手
帳
（
知
的

　

障
害
福
祉
手
帳
）
の
場
合
、
精

　

神
障
害
者
福
祉
手
帳
の
場
合
は
、

　

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

　

る
軽
自
動
車
も
対
象
で
す
。

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　

通
知
カ
ー
ド

⑤
印
か
ん

⑥
軽
自
動
車
税
納
付
書

※
①
〜
⑥
を
ご
準
備
の
上
、
町
税

　

務
課
に
て
軽
自
動
車
税
減
免
申

　

請
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

５
月
13
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
ら
受
付
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
５
）

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
６
月
１
日
（
土
）

で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
統
計
調
査
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
７

・
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　

県
で
は
、
県
内
に
就
職
す
る
若

者
の
奨
学
金
返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費

用
な
ど
を
支
援
す
る
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
平
成
32
年
度

（
２
０
２
０
年
度
）
就
職
者
で
、

あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登
録
（
無

料
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

登
録
方
法
や
支
援
の
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
８

事件・ 事 故 件 数

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

岩下町は、天正11（1583）年に

現美里町の岩下集落から、伝右え

門という人が移住したことをきっ

かけに起こったといわれている。

江戸時代から明治時代にかけて発

展し、明治時代には166戸で 786

人が暮らす町となった。町には酒

造業をはじめとして30戸の様々な

職種の仕事が展開されてきた。

昭和の時代に入り、岩下町を

核にして道路や鉄道が延伸される

と、砥用町や中央町の人々の往来

が盛んになり、商店街は一層発展

をつづけた。その姿を恵比寿さん

は見守っていたように思う。恵比

寿さんの祭日は11月 20日、甲佐

神社の神主を招いて祝詞（のりと）

をあげ、参拝した。

昭和 32年（1957）の商業統計

が商工会の調査書に記載があるの

で、どこまで岩下町が発展をした

かをしめしておく。この資料は岩

下と緑町の職業別の統計である。

商店数は111軒に及んでいる。名

店会も春の市・中元大売出し・恵

比寿市大売出し・年末大売出しと

季節ごとに市を開いて繁栄を試み

てきた。しかし、この頃を境にし

て商店街は膵尾（すいび）の一途

をたどることになる。

甲佐町の文化財探訪　～第６８回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「岩下商店街の発展を見守った恵比寿さん　その３」 清村 一男 元町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）

※単位・㌔ 

昭和32（1957）年の商業統計

衣料 畳 自転車 文具

２ ２ ５ ５

食料 薬店 肥料雑穀 鮮魚

21 ３ １ ８

酒屋 履物 運動具 小間物

６ ４ １ ５

薪炭 金物 飲食店 クリーニング

２ ３ ４ ２

菓子 農機具 肉屋 その他

７ ２ ２ 19

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

を

実

施

し

ま

す

奨
学
金
返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費
用

な
ど
を
支
援
し
ま
す
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Monthly Information

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
、
事
業
者

の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
に
、
消
費
税
の
10
㌫

へ
の
引
上
げ
と
同
時
に
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
対
象
品
目
の
取
扱
い

が
あ
る
消
費
税
の
課
税
対
象
者
の

方
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会
議

費
や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品
な

ど
を
購
入
す
る
事
業
者
の
方
も
取

扱
商
品
の
適
用
税
率
の
確
認
や
適

用
税
率
ご
と
の
区
分
経
理
な
ど
、

制
度
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
消
費
税
の
免
税

事
業
者
の
方
も
、
課
税
事
業
者
と

取
引
を
行
う
場
合
、
区
分
記
載
請

求
書
な
ど
の
交
付
を
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
制
度
の

実
施
に
向
け
た
準
備
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の

あ
る
制
度
で
す
の
で
、
是
非
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
程

①
５
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
前
11
時
30
分

②
５
月
９
日
（
木
）
午
後
２
〜
午

　

後
３
時
30
分

③
５
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
前
11
時
30
分

④
５
月
21
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

　

午
後
３
時
30
分

▼
会
場

　

火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本
市
東
区

　

石
原
2
丁
目
２
‐
28
）

▼
注
意
事
項

・
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
説
明
内
容
は
、
消
費
税
軽
減
税

　

率
制
度
の
概
要
（
軽
減
税
率
対

　

象
品
目
、
帳
簿
・
請
求
書
の
区

　

分
記
載
方
法
等
）、
事
業
者
支

　

援
措
置
（
軽
減
税
率
対
策
補
助

　

金
）、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道

●卓球

●サッカー教室

●バスケットボール教室

　

●ジュニアバスケット教室

　

●ノルディックウォーキング

　教室

  

●トランポリン教室

　

●女子サッカー教室

■お問い合わせ先

TEL

ご支援いただきありがとうございます～震災支援の皆さんのご紹介～
Information

　町総務課　 TEL 096-234-1140(内線221)

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ｅ
開
催

川畑 雅彦さん
〔鹿児島県鹿児島市〕

微力ながら甲佐町復
興のために尽力いた
します。

野付 祐司さん
〔鹿児島県出水市〕

昨年度に引き続き、み
なさんの復興の一助と
なれるよう頑張ります。

熊本地震の発生に伴い、町では平成28年度から震災復興のため、県内外か
ら多数の派遣職員の方などにご支援をいただいています。今年度、本町の
震災復興のために町建設課にて尽力されている皆さんをご紹介します。

甲佐町の復旧・復興の
ために頑張りたいと思
います。

奥薗 達也さん
〔鹿児島県薩摩川内市〕

西 健一さん
〔鹿児島県鹿児島市〕

甲佐町の復興のため
に一生懸命頑張りま
す。

少しでも甲佐町の復
興の一助となれるよ
うに頑張ります。

本田 聖さん
〔鹿児島県鹿児島市〕
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要
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
防

災
機
関
の
水
防
技
術
の
向
上
、
連

携
な
ど
を
目
的
に
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
、
県
お
よ
び
熊
本

市
主
催
に
よ
る
「
白
川
・
緑
川
総

合
水
防
演
習
」
を
白
川
河
川
敷
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

演
習
で
は
、
町
消
防
団
に
よ
る

河
川
は
ん
濫
を
防
ぐ
た
め
の
水
防

工
法
の
実
施
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

５
月
19
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
〜
正
午

▼
会
場

　

Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
東
側
白
川
河
川
敷

▼
演
習
内
容

　

各
種
水
防
工
法
の
実
演
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
人
命
救
助
訓
練
、

地
域
住
民
・
学
生
な
ど
に
よ
る
避

難
訓
練
、
防
災
展
示
、
炊
き
出
し

訓
練
の
試
食
（
数
量
限
定
）
ほ
か

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊

　

本
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
２
‐
１
１
３
６

　

町
で
は
約
４
５
０
人
の
町
消
防

団
員
が
、
昼
夜
問
わ
ず
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
団
員
を
応
援
す
る
た
め
に
、
お

店
や
事
業
所
に
事
前
に
料
金
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
設
定

し
「
消
防
団
応
援
の
店
」
と
し
て

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
員

証
な
ど
を
提
示
し
た
団
員
や
そ
の

家
族
な
ど
に
対
し
、
登
録
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

登
録
店
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
登
録
し
た
お
店
や
事

業
所
の
積
極
的
な
利
用
を
約
４
５

０
人
の
団
員
に
促
し
、
地
元
企
業

を
支
援
し
ま
す
。

　

事
業
の
内
容
や
登
録
の
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
４
１
）

　
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の

安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を

図
る
た
め
、
県
内
で
発
生
し
た
、

・
声
か
け
事
案
、
不
審
者
の
出
没

　

な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪

　

の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
情
報

・
行
方
不
明
、
高
齢
者
な
ど
の
手

　

配
、
迷
い
人
に
関
す
る
情
報

・
高
齢
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
に

　

関
す
る
情
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

　

な
情
報

・
強
盗
な
ど
重
要
ま
た
は
特
殊
な

　

犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

・
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防

　

止
に
関
す
る
情
報

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情

報
を
警
察
か
ら
登
録
さ
れ
た
方
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル

で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
へ

の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

Mailk110@ansin.police.pref.kumamoto.jp

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

ｃ
く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
に

登

録

し

よ

う

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～５月～
 Event

▶

・宮田　直幸様　埼玉県

・岡田　篤　様　東京都

・梶田　誠　様　愛知県

▶
円

　　　　　（3月31日現在）

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

「
公
民
館
自
主
講
座 

作
品
展
」

　

は
５
月
11
日
（
土
）
ま
で

「 」こうさんもん No.1

▶ TEL

▶

「にらメンコ。」こうさんもん No.2

▶
TEL

「
消
防
団
応
援
の
店
」

登
録
店
を
募
集
し
ま
す

ｒ
募
集

▶期　　間　５月 16日（木）～ 31日（金）
▶展示作品　チクチク会の布の絵本

白
川
・
緑
川
総
合
水
防
演
習

を

開

催

し

ま

す
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こいのぼり（山出)

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

新
学
期
孫
の
四
人
が
一
年
生
新
元
号
と
共
に
あ
ゆ
め

り 

緒
方　

明
美

み
な
八
十
路
御
近
所
さ
ん
と
花
の
下
飲
め
る
食
え
る

は
何
時
で
も
出
来
る 

塚
原　

暁
益

早
朝
に
無
事
出
産
の
メ
ー
ル
あ
り
母お
や
こ娘

と
も
ど
も
健

や
か
な
り
と 

池
田
キ
ヨ
子

春
に
な
り
孫
の
転
勤
東
京
へ
あ
ま
り
に
遠
く
涙
す
る

吾 

赤
星　

文
子

久
し
ぶ
り
美
里
の
町
が
懐
か
し
く
友
と
集
い
て
若
き

日
偲
ぶ 

白
梅　

武
人

耕
せ
ば
ほ
の
か
に
温
し
春
の
土
あ
れ
こ
れ
種
に
思
い

伝
え
る 

吉
永
由
紀
子

三
月
も
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ゆ
き
て
今
日
の
ひ
と

日
も
は
や
暮
れ
て
ゆ
く 

内
田
乃
武
子

突
然
の
雷
鳴
音
に
驚
き
て
蚊
帳
を
張
っ
て
た
亡は

は母
想

い
出
す 

上
村
や
す
美

酌
み
交
わ
す
同
窓
会
の
談
笑
に
吾
の
こ
こ
ろ
は
青
春

に
い
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　

「
だ
ら
だ
ら
と
」

だ
ら
だ
ら
と
話
す
相
手
に
尻
が
浮
く 

林　
　

雅
之

今
日
も
ま
た
だ
ら
だ
ら
す
る
な
と
叱
ら
れ
る 

日
隈　

俊
郎

　

「
笑
顔
」

「
ざ
ま
み
ろ
」
と
言
い
た
い
と
き
に
す
る
笑
顔 

清
川
み
ど
り

子
の
笑
顔
み
た
と
き
す
で
に
負
け
て
い
る 

川
村　

文
子

き
ら
き
ら
と
昨
日
叱
っ
た
児
の
笑
顔 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

も
う　

そ
る
か
ら
先
は
云
い
な
す
な 

広
田
み
ど
り

も
う　

聞
き
逃
さ
ん
ぞ
補
聴
器
で 

下
山　

千
恵

も
う　

部
活
に
塾
と
い
や
に
な
る 

志
垣　
　

光

も
う　

母
さ
ん
何
も
せ
ん
ち
ゃ
よ
か 

佐
藤　
　

葵

も
う　

嫁
に
行
く
手
ネ
早
か
な
あ 

平
井
や
よ
い

も
う　

燗
壜
振
っ
て
見
す
る
媽 

長
原　

産
賀

も
う　

こ
ぎ
ゃ
ん
時
間
ね
寝
ろ
う
か
な 

佐
野　
　

京

も
う　

言
う
ご
つ
せ
ん
ね
き
き
な
っ
せ 

光
永　
　

六

も
う　

食
う
し
こ
食
う
た
バ
イ
キ
ン
グ 

井
元
あ
ざ
み

も
う　

信
じ
る
事
ッ
は
止
め
に
し
た 

日
高　

美
里

も
う　

同
じ
失
敗
し
な
さ
ん
な 

上
田　

梅
清

も
う　

離
し
て
は
い
よ
俺
ル
が
手
を 

日
隈　

元
良

も
う　

世
辞
も
過
ぎ
っ
と
腹
ん
立
つ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

皐
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！
 住　所 氏　名        性別   保護者

下横田　 岡絢
あ い ね

衣音　女　寿　誌

早　川　入口陽
ひ な こ

奈子　女　広　一 

有　安　加藤　優
ゆ め

芽　女　桂　一

田　口　山下　哲
てっぺい

平　男　祥　平

緑　町　坪根　遼
は る か

海　男　正　諭

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,025 △19

女 5,582 △11

計 10,607 △30

世帯数 4,269 ２

平成31年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名    年齢   世帯主

下横田　本田　哲郎　95　　薫

横　田　緒方　敏枝　96　敏　枝

坂　谷　伊藤　富貴　89　秀　子

上早川　佐藤　德美　90　澄　子

世　持　宮原　能茂　89　能　茂

早　川　金田アサ子　92　祐　二

横　田　松永ツギメ　91　ツギメ

麻生原　久米　誠也　83　絹　子

白　旗　山形ナツメ　90　ナツメ

緑　町　入江フサコ　98　フサコ

南三箇　久佐賀　司　90　　忠

西寒野　大山ツユ子　91　ツユ子

吉　田　緒方　春雄　87　和　浩

３月11日（月）～４月10日（水）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［ 作り方

①スナップエンドウはヘタと筋

を取り、サッと塩ゆでします。

②玉ネギは縦半分に切り、２～

３㍉の薄切りにしましょう。

 （子どもが食べる場合は水に晒

すと良いでしょう）

③①のスナップエンドウは斜め

の半分に切る。

④グラタン皿かアルミカップに

水気を切った②の玉ネギと③

のスナップエンドウを盛り付

け軽く塩・コショウを振り、

マヨネーズをスプーンで広げ

塗ります。

⑤オーブントースターか魚焼き

用のグリルで表面に焼き色が

付くまで焼いたら出来上がり。

＊ゆで卵を添えるとボリューム

アップします。

豆のマヨネーズグラタン

ご存知ですか？

材　料（４～５人分）

スナップエンドウ………150㌘
新玉ネギ（小）…………１個
塩コショウ………………少々
マヨネーズ………………適量

　　スナップエンドウはアメリ

カ生まれってご存じですか？

　食べる時にシャリシャリッと

いい音がして食感も良く、春を

味わえる野菜ですね。

　このスナップエンドウには抗

酸化作用があり、動脈硬化の予

防は期待大です。そして粘膜保

護作用のおかげで、眼の疾患も

予防してくれます

　「ビタミンCが豊富な野菜」

のベスト10に入っているス

ナップエンドウ。これは嬉しい

美肌の強い味方です。皆さんご

存知である風邪の予防にはビタ

ミンC。血管の老化予防やがん

予防にも効果が期待できます。

　ハウス物など年中食べられる

スナップエンドウですが１番美

味しいのは旬の今ですよ！

　

桜
が
散
り
、
田
に
は
蓮
華
の
花
が

咲
き
誇
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
４
月
、
入
学
式
を
迎
え
ら
れ
た
新

1
年
生
た
ち
は
学
校
生
活
に
も
慣
れ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
に
伺
っ
た
白
旗
小
学
校
の
入

学
式
で
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気

よ
く
入
場
す
る
新
入
児
童
が
、
学
校

の
先
生
方
や
在
校
生
、
そ
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

こ
の
子
た
ち
が
「
白
旗
の
子
」「
甲

佐
の
子
」
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

さ
て
、
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
今
月
号

は
新
元
号
で
の
最
初
の
発
刊
と
な
り

ま
す
。
30
年
続
い
た
「
平
成
」
に
別

れ
を
告
げ
、
新
た
に
「
令
和
」
の
時

代
が
幕
を
開
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
か
。

「
広
報
こ
う
さ
」
も
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
歩
ん
で
い
き
ま
す
。　
　
（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　豊　内　安達　大輔

　　妻　美里町　木村　遥

　　夫　熊本市　城澤太路馬

　　妻　白　旗　河嶋　真希

　　夫　船　津　森田　幸雅

　　妻　福岡県　尾場瀬　恵
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「
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
心
の
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
と

一
緒
に
踊
る
こ
と
で
、
相
手
を
思

い
や
る
心
を
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
す
の
は
、
町
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

を
指
導
す
る
貴
島
小
百
合
さ
ん

（
写
真
・
二
列
目
左
）。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
平
成
29
年
春

に
オ
ー
プ
ン
。
指
定
管
理
者
の
㈱

く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所
が
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
は
同
セ
ン

タ
ー
の
自
主
事
業
の
1
つ
で
、
現

在
4
〜
10
歳
の
子
ど
も
た
ち
19
人

が
参
加
。
毎
週
火
曜
日
の
夕
方
か

ら
1
時
間
程
度
、
ダ
ン
ス
で
軽
快

に
汗
を
流
し
て
い
る
。

　

３
月
開
催
の
緑
川
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
ダ

ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
も
活
動
を
行
う
。

　
「
ダ
ン
ス
を
始
め
た
こ
と
で
人

前
で
積
極
性
を
見
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
練
習
中
に
年
下
の
子

に
教
え
た
り
し
て
い
る
の
を
見
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ

ま
す
」
と
話
す
貴
島
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ま
ず
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
保
育
園
児

と
小
学
生
で
は
で
き
る
動
き
に
違

い
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
が
楽
し

く
練
習
で
き
る
よ
う
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
仲
間
と
の
協
調

性
や
自
身
の
積
極
性
を
身
に
付
け

て
く
れ
た
ら
」
と
優
し
く
語
る
。

　

同
教
室
に
参
加
し
て
約
1
か
月

だ
と
い
う
成
松
夢
奈
さ
ん
（
岩
下

一
区
・
甲
佐
小
5
年
）
は
「
ダ
ン

ス
が
好
き
で
す
。
み
ん
な
と
一
緒

に
体
を
動
か
す
の
が
楽
し
い
し
、

先
生
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま

す
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　
「
次
は
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
目
標
を
語

る
貴
島
さ
ん
は
「
子
ど
も
さ
ん
が

教
室
に
馴
染
め
る
か
不
安
な
保
護

者
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
さ
ん
の
体

験
参
加
も
で
き
ま
す
よ
。
こ
の
春
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
新
し
い
仲
間
に
向
け
て
、

同
教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

呼
び
掛
け
る
。
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こうさ広 報

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
で
み
ん
な
と

一

緒

に

楽

し

く

踊
ろ
う

キッズダンス教室 / 毎週火曜

日の夕方５時３０分から活動

中。参加申し込みなどの詳細

は甲佐町フィットネスセン

ターまで。　096-235-8712

キッズダンス教室
Kids Dance School

〔甲佐町フィットネスセンター〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

TEL


